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（NRDc）は、a disintegrin and metalloproteinase（ADAM）のプロテアーゼ
活性を増強することで、成長因子やサイトカインのシェディングを促進する。













Nrdc-/-マウスでは、H. felis 感染による Cxcl1 や Ccl2 の発現上昇が軽度であっ
たことが一因と考えられた。また、IL-1α、IL-1β、IL-6、IL-12 といったサ
イトカインの発現上昇も軽度であった。このことから、NRDc の欠失により H. 
felis 感染による炎症が減弱すると考えられた。 
続いて、胃炎のモデルマウスである C2mE マウスで検討した。C2mE マウス





Nrdc-/-マウスでは Cxcl1 や IL-1βの発現も軽度であった。このことから、H. 
felis 感染の際と同様、PGE2強制発現による炎症は NRDc の欠失により減弱す
ると考えられた。 
 さらに化生性変化について評価を行った。H. felis 感染マウスにおいては、TFF2陽性
となる化生性変化が生じるが、Nrdc+/+マウスよりNrdc-/-マウスの方が化生は軽度であっ
た。また、C2mEマウスでもAlcian blue染色で陽性となる化生性変化が生じるが、
C2mE; Nrdc-/-マウスではC2mE; Nrdc+/+マウスよりも極めて軽度であった。その 
ため、NRDcの欠失により化生性変化も抑制されると考えられた。 
























においても、NRDc の欠失により炎症細胞浸潤や壁肥厚は軽度で、Cxcl1 や IL-1








 なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 2 月 6 日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
